
    

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 

  （参考）（１）予想受注工事高 「第２四半期（累計）」 百万円 （２）予想受注工事高「通期」 百万円  

        

平成23年３月期  第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

        平成22年８月５日

上場会社名 ダイダン株式会社 上場取引所  東 大 

コード番号 1980 ＵＲＬ  http://www.daidan.co.jp   

代表者          （役職名） 代表取締役会長兼社長  （氏名）菅谷 節   

問合せ先責任者  （役職名） 取締役専務執行役員業務本部長  （氏名）西内 義充 （ＴＥＬ）06-6447-8003 

四半期報告書提出予定日 平成22年８月６日 配当支払開始予定日 － 

四半期決算補足説明資料作成の有無：無     

四半期決算説明会開催の有無      ：無     

  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  21,114  △9.5  △796  －  △751  －  △684  －

22年３月期第１四半期  23,321  △19.5  △259  －  △167  －  △177  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  △15  32  －  －

22年３月期第１四半期  △3  97  －  －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  89,859  40,481  45.0  903  82

22年３月期  98,873  41,844  42.2  934  29

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 40,400百万円 22年３月期 41,764百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －  －  8 00 － － 8 00  16  00

23年３月期  －  －

23年３月期（予想）  8 00 － － 8 00  16  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  56,000  5.5  700  0.6  700  △0.2  250  △7.2  5  59

通期  121,000  4.1  2,500  △17.4  2,500  △19.6  1,000  10.0  22  37

56,000 127,000



  

４．その他 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビューを実施しております。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料の３ページ「１．当四半期の連結業

績等に関する定性的情報 （3）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。   

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 45,963,803株 22年３月期 45,963,803株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 1,264,537株 22年３月期 1,262,178株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 44,700,469株 22年３月期１Ｑ 44,710,937株



  

  

（参考）個別業績予想 

平成23年３月期の個別業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

  （％表示は通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円  銭

第２四半期（累計）  55,000  4.2 700 △0.2 700 3.5 250  10.9 5 59

通期  119,000  3.1 2,500 △16.6 2,500 △18.8 1,000  4.7 22 37

（注）個別業績予想数値の当四半期における修正の有無 ： 無 

（参考）（１）予想受注工事高「第２四半期（累計）」 百万円 （２）予想受注工事高「通期」 百万円  55,000 125,000
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国等における経済の改善により輸出、生産が増加し、景

気回復への基盤が整い始めましたが、内需拡大は進展せず、失業率が高水準にあるなど依然として厳しい状況が続

きました。 

 建設業界におきましても、企業収益の持ち直しを受け、設備投資に底入れ感があるものの、依然として設備過剰

感は残存し、かつ公共投資も引き続き低調に推移するなど、受注環境は厳しい状況が続きました。 

 このような状況のもと、中期経営計画「原点に戻り活力あるダイダンを実現する」に基づき、受注と利益の確保

に取り組んでまいりました結果、当第１四半期連結累計期間における業績は次のとおりとなりました。 

 受注工事高は、厳しい受注環境を受け、前年同四半期連結累計期間比 百万円減の 百万円となりまし

た。 

 完成工事高は、受注工事高の減少も影響し、前年同四半期連結累計期間比 百万円減の 百万円となり

ました。 

 完成工事総利益は、完成工事高の減少等により、前年同四半期連結累計期間比 百万円減の 百万円となり

ました。 

 営業損益は、前連結会計年度に実施いたしました情報システム更新に伴うソフトウェア等の減価償却費等の増加

によって、販売費及び一般管理費が前年同四半期連結累計期間比 百万円増の 百万円となったこと及び完成

工事総利益の減少等により、前年同四半期連結累計期間比 百万円損失増の 百万円の営業損失となりました。

 経常損益は、営業外収益として受取配当金 百万円及び受取保険料 百万円等を計上しましたが、営業外費用と

して為替差損 百万円を計上したこと及び営業損失の増加により、前年同四半期連結累計期間比 百万円損失増

の 百万円の経常損失となりました。 

 四半期純損益は、特別利益として貸倒引当金戻入額 百万円を計上しましたが、特別損失として投資有価証券評

価損 百万円の発生もあり、法人税、住民税及び事業税、法人税等調整額及び少数株主損失を控除した結果、前

年同四半期連結累計期間比 百万円損失増の 百万円の四半期純損失となりました。 

    

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 百万円減少いた

しました。 

 流動資産は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 百万円減少いたしました。主な要因は、現金

及び預金の増加（ 百万円）及び繰延税金資産の増加（ 百万円）等を、受取手形・完成工事未収入金の減少

（ 百万円）等が上回ったことによるものです。 

 固定資産は、 百万円となり前連結会計年度末に比べ 百万円減少いたしました。主な要因は、無形固定

資産の増加（ 百万円）、前払年金費用の増加（ 百万円）及び繰延税金資産の増加（ 百万円）等を、投資有

価証券の減少（ 百万円）等が上回ったことによるものです。 

 当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 百万円減少い

たしました。 

 流動負債は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 百万円減少いたしました。主な要因は、未成

工事受入金の増加（ 百万円）等を、支払手形・工事未払金の減少（ 百万円）、短期借入金の減少（ 百

万円）及び未払法人税等の減少（ 百万円）等が上回ったことによるものです。 

 固定負債は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 百万円減少いたしました。主な要因は、長期未払

金の増加（ 百万円）を長期借入金の減少（ 百万円）、退職給付引当金の減少（ 百万円）及び役員退職慰労

引当金の減少（ 百万円）が上回ったことによるものです。 

 当第１四半期連結会計期間末の純資産は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 百万円減少いた

しました。主な要因は、剰余金の配当（ 百万円）及び四半期純損失の計上（ 百万円）等による利益剰余金の

減少（ 百万円）並びに、その他有価証券評価差額金の減少（ 百万円）及び為替換算調整勘定の減少（ 百

万円）によるものです。 

 以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ2.8ポイント上昇し45.0％となりました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動によるキャッシ

ュ・フローの増加が、投資活動によるキャッシュ・フローの減少及び財務活動によるキャッシュ・フローの減少を

上回ったことにより、前連結会計年度末に比べ 百万円増加し、 百万円となりました。 

 当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果、増加した資金は、 百万円（前年同四半期連結累計期間は 百万円の資金の増加）と

なりました。主な要因は、売上債権の減少等の資金の増加要因が仕入債務の減少等の資金の減少要因を上回った

ことによるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果、支出した資金は、 百万円（前年同四半期連結累計期間は 百万円の資金の支出）となり

ました。主な要因は、その他の支出（ソフトウェアの取得）等によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果、減少した資金は、 百万円（前年同四半期連結累計期間は 百万円の資金の減少）とな

りました。主な要因は、短期及び長期借入金の返済による支出及び配当金の支払い等が、短期及び長期借入れに

よる収入を上回ったことによるものです。 

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 受注工事高、完成工事高及び営業利益につきましては、平成22年５月13日公表の第２四半期連結累計期間及び通

期の業績予想に変更はありません。 

 また、経常利益及び当期純利益につきましては、当第１四半期連結累計期間において為替差損 百万円及び投資

有価証券評価損 百万円を計上しましたが、今後の為替及び株価の動向が不透明であるため、現時点において

は、同日公表の第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想を据えおいております。 

 なお、他の要因も含め業績予想の修正が必要と判断される場合には速やかにお知らせいたします。 

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

   

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．簡便な会計処理 

法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法  

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に、経営環境等、かつ、一時差異等の発

生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測及びタック

ス・プランニングを利用しております。 

  

２．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

 該当事項はありません。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 会計処理基準に関する事項の変更 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

 これによる影響はありません。  

  

  

1,364 31,300

2,240 4,046

153 478

651 2,251

83

344

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 31,327 29,963

受取手形・完成工事未収入金 36,000 45,697

有価証券 100 100

未成工事支出金 523 464

材料貯蔵品 0 0

繰延税金資産 1,803 1,339

その他 1,031 1,686

貸倒引当金 △54 △75

流動資産合計 70,732 79,177

固定資産   

有形固定資産 3,436 3,465

無形固定資産 837 754

投資その他の資産   

投資有価証券 6,718 7,578

繰延税金資産 1,452 1,337

前払年金費用 4,910 4,763

その他 3,326 3,382

貸倒引当金 △1,554 △1,585

投資その他の資産合計 14,853 15,475

固定資産合計 19,127 19,695

資産合計 89,859 98,873
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金 30,042 36,643

短期借入金 6,694 6,932

未払法人税等 5 799

未成工事受入金 2,534 1,910

賞与引当金 549 －

役員賞与引当金 20 －

完成工事補償引当金 104 42

工事損失引当金 793 825

海外投資損失引当金 8 11

その他 4,746 5,844

流動負債合計 45,499 53,009

固定負債   

長期借入金 1,458 1,513

退職給付引当金 1,611 1,675

役員退職慰労引当金 － 610

環境対策引当金 220 220

長期未払金 588 －

その他 0 0

固定負債合計 3,878 4,019

負債合計 49,378 57,028

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,479 4,479

資本剰余金 4,810 4,810

利益剰余金 31,536 32,578

自己株式 △620 △619

株主資本合計 40,205 41,248

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 183 488

為替換算調整勘定 10 26

評価・換算差額等合計 194 515

少数株主持分 81 80

純資産合計 40,481 41,844

負債純資産合計 89,859 98,873

ダイダン株式会社（1980）平成23年３月期　第１四半期決算短信

- 5 -



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

完成工事高 23,321 21,114

完成工事原価 21,033 19,331

完成工事総利益 2,287 1,782

販売費及び一般管理費 2,546 2,579

営業損失（△） △259 △796

営業外収益   

受取利息 5 4

受取配当金 76 78

受取保険料 3 85

為替差益 43 －

その他 10 9

営業外収益合計 139 178

営業外費用   

支払利息 40 39

支払保証料 7 1

為替差損 － 83

その他 0 8

営業外費用合計 48 133

経常損失（△） △167 △751

特別利益   

固定資産売却益 0 －

貸倒引当金戻入額 29 70

特別利益合計 29 70

特別損失   

固定資産売却損 － 0

固定資産除却損 6 0

投資有価証券評価損 － 344

特別損失合計 6 345

税金等調整前四半期純損失（△） △143 △1,025

法人税、住民税及び事業税 26 20

法人税等調整額 7 △358

法人税等合計 33 △338

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △686

少数株主利益又は少数株主損失（△） 0 △1

四半期純損失（△） △177 △684
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △143 △1,025

減価償却費 70 108

貸倒引当金の増減額（△は減少） △23 △51

退職給付及び役員退職慰労引当金の増減額（△は
減少）

33 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） － △28

受取利息及び受取配当金 △82 △83

支払利息 40 39

投資有価証券評価損益（△は益） － 344

固定資産売却損益（△は益） △0 0

固定資産除却損 6 0

売上債権の増減額（△は増加） 11,323 9,725

未成工事支出金の増減額（△は増加） △407 △58

その他の流動資産の増減額（△は増加） 117 575

仕入債務の増減額（△は減少） △6,949 △6,600

未成工事受入金の増減額（△は減少） 1,210 624

その他の流動負債の増減額（△は減少） △334 △562

その他の固定負債の増減額（△は減少） － △57

小計 4,861 2,950

利息及び配当金の受取額 80 82

利息の支払額 △36 △39

法人税等の支払額 △859 △752

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,046 2,240

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △0 △0

有価証券の売却及び償還による収入 0 0

有形固定資産の取得による支出 △120 △27

有形固定資産の売却による収入 1 0

投資有価証券の取得による支出 △3 △0

投資有価証券の売却及び償還による収入 0 0

貸付けによる支出 △1 －

貸付金の回収による収入 24 2

その他の支出 △397 △140

その他の収入 17 12

投資活動によるキャッシュ・フロー △478 △153
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 3,110 7,110

短期借入金の返済による支出 △4,310 △7,260

長期借入れによる収入 － 400

長期借入金の返済による支出 △558 △542

自己株式の取得による支出 △1 △1

自己株式の売却による収入 0 0

配当金の支払額 △491 △357

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,251 △651

現金及び現金同等物に係る換算差額 10 △71

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,326 1,364

現金及び現金同等物の期首残高 28,653 29,936

現金及び現金同等物の四半期末残高 29,980 31,300
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 該当事項はありません。  

  

  

 利益剰余金の主な減少要因は、平成22年６月に利益剰余金からの配当を357百万円行ったことによるものです。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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 部門別受注工事高・完成工事高・繰越工事高（連結） 

 （単位：百万円）  

  

   

（６）その他の情報

  

前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間  前連結会計年度  

（自平成21年４月１日   

   至平成21年６月30日） 

（自平成22年４月１日   

  至平成22年６月30日） 

（自平成21年４月１日 

   至平成22年３月31日）

金 額 構成比％ 金 額 構成比％ 金 額 ％ 

受

注

工

事

高 

電 気 工 事  6,272  22.3  3,386  13.2  21,450  18.6

空 調 工 事  16,527  58.8  17,840  69.3  72,220  62.5

水道衛生工事  5,329  18.9  4,524  17.5  21,850  18.9

合 計  28,130  100.0  25,750  100.0  115,521  100.0

(リニューアル工事)  13,836  49.2  12,175  47.3  50,554  43.8

( 海  外  工  事 )  1,467  5.2  1,310  5.1  7,161  6.2

完

成

工

事

高 

電 気 工 事  4,518  19.4  4,357  20.7  21,450  18.4

空 調 工 事  13,159  56.4  12,202  57.8  67,057  57.7

水道衛生工事  5,642  24.2  4,555  21.5  27,767  23.9

合 計  23,321  100.0  21,114  100.0  116,275  100.0

(リニューアル工事)  9,665  41.4  8,883  42.1  50,329  43.3

( 海  外  工  事 )  917  3.9  799  3.8  3,834  3.3

繰

越

工

事

高 

電 気 工 事  11,377  12.8  8,651  9.9  9,622  11.6

空 調 工 事  54,520  61.5  61,953  70.6  56,315  67.8

水道衛生工事  22,721  25.7  17,086  19.5  17,117  20.6

合 計  88,619  100.0  87,692  100.0  83,055  100.0

(リニューアル工事)  20,099  22.7  19,445  22.2  16,153  19.5

( 海  外  工  事 )  2,149  2.4  5,437  6.2  4,927  5.9
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